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第5回足立区民体育祭

十
一
月
一
日
か
ら
発
足
す
る

―
足
立
区
教
育
委
員
会
に
つ
い
て
―

去
る
十
月
五
日
行
わ
れ
た
教
育
委

員
会
委
員
の
選
挙
に
よ
り

、
本
区

教
育
行
政
の
執
行
機
関
で
あ
る
教

育
委

員
が
選
出
さ
れ
足
立
区
教
育

委
員
会
と
し
て
十
一
月

一
日
か
ら

発
足
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

こ
の
教
育
委
員
会
に
つ
い
て
の

組
織
、
任
務
、
委
員
の
法
的
性
格

等
に
対
す
る
一
般
の
認
識
は
、
ま

だ
熟
知
さ
れ
て
い
な
い
う
ら
み
が

あ
る
の
で
、
こ
こ
に
委
員
会
発
足

に
伴
い
、
簡
単
な
「
教
育
委
員
会

と
は
」
を
掲
げ
て
そ
の
大
概
を
紹

介
す
る
。

委
員
会
制
度
の
目
的

今
ま
で
教
育
に
関
し
て
は
文
部

省
が
一
手
で
行
つ
て
い
た
が
、
こ

の
委
員
会
制
度
に
よ
り
、
こ
の
よ

う
な
天
下
り
の
教
育
を
排
し
、
教

育
の
民
主
化
、
地
方
分
権
化
、
自

主
制
を
確
立
し
て
、
国
民
自
ら
の

考
え
で
教
育
を
行
う
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
教
育
は
地

方
実
情
に
即
応
し
た
も
の
で
、
深

く
住
民
と
結
び
つ
い
た
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
更
に
教
育

が
、
時
の
権
力
や
政
変
に
よ
つ
て

左
右
さ
れ
な
い
よ
う
教
育
の
独
立

を
ね
ら
つ
た
も
の
で
あ
る
。

委
員
会
の
役
目

教
育
委
員
会
は
委
員
に
よ
る
合
〓
…
〓

て
、
区
の
行
政
機
関
の
一
つ
で
あ

る
。
そ
の
職
務
は
、
区
立
の
小
中

学
校
、
図
書
館
、
公
民
館
な
ど
の

教
育
機
関
を
つ
く
る
こ
と
、
廃
止

す
る
こ
と
及
び
運
営
管
理
、
生
徒

児
童
の
保
健
、
福
利
厚
生
、
こ
れ

ら
に
伴
う
教
育
予
算
の
見
積
を
す

る
な
ど
、
重
要
な
仕
事
を
と
り
扱
う
。

教
育
委
員
会
の
組
織

区
の
教
育
委
員
会
は
五
人
の
委

員
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中

一
人
は
議
会
か
ら
選
出
さ
れ
る
。

議
会
か
ら
一
名
を
出
す
の
は
、
教

育
予
算
の
見
積
、
教
育
に
関
す
る

条
例
の
制
定
な
ど
、
議
会
と
関
係

を
持
つ
こ
と
が
多
い
の
で
、
両
者

の
橋
渡
し
と
し
て
の
役
割
を
す
る

た
め
で
あ
る
。
委
員
の
任
期
は
四

年
で
、
二
年
ご
と
に
そ
の
半
数
を

改
選
す
る
。

委
員
会
の
会
議

教
育
に
つ
い
て
の
施
策
や
方
針

は
会
議
で
き
め
ら
れ
る
。
こ
の
会

議
は
公
開
で
行
わ
れ
る
か
ら
、
誰

れ
で
も
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

教
育
長

教
育
委
員
は
教
育
の
専
門
家
で

あ
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
住
民
の
教

育
に
対
す
る
関
心
を
公
正
に
反
映

す
べ
き
こ
と
に
重
点
が
お
か
れ
て

い
る
の
で
、
教
育
の
専
門
的
な
こ

と
は
、
教
育
行
政
、
教
育
財
政
の

専
門
家
で
あ
る
教
育
長
の
助
言
を

通
じ
て
、
委
員
会
で
審
議
す
る
教

育
方
針
や
施
策
の
面
に
生
か
さ
れ

る
よ
う
に
す
る
た
め
特
定
の
免
許

状
を
持
つ
有
資
格
者
を
教
育
委
員

会
が
教
育
長

と
し
て
任
命
す
る
こ

と
に
な
つ
て
い
る

。

足
立
区
教
育
委
員
会
委
員

世

良

克

人

丸
山
仲
次
郞

田

中

広

吉

東
京
ニ
ユ
ー
ス
のお

知
ら
せ

会
社
で
、
工
場
で
、
又
青
年
会
、

婦
人
会
な
ど
で
の
御
会
合
の
さ
い

に
催
さ
れ
る
映
画
会
に
は
、
東
京
ニ

ユ
ー
ス
を
御
利
用
下
さ
い
。

こ
の
映
画
は
東
京
都
の
し
ご
と

や
動
き
を
正
し
く
お
知
ら
せ
す

る
た
め
に
、
常
に
都
民
の
皆
様

の
希
望
を
反
映
し
て
毎
月
一
回

製
作
さ
れ
て
い
る
都
政
の
紹
介

映
画
で
あ
り
ま
す
。

借
用
御
申
込
は
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第
五
回
足
立
区
民
体
育
祭

リ
ク
レ
エ

ー
シ
ヨ
ン

本
位
の
番
組
編
成
に
成
果
挙
る

ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ
ン
の
悼
尾
を
飾
る

第
五
回
足
立
区
民
体
育
祭
は
、
〓

日
の
洩
れ
る
絶
好
の
ス
ポ
ー
ツ
日

好
に
恵
ま
れ
て
、
十
二
日
午
前

九
時
か
ら
、
改
装
な
つ
た
千
住
新
橋
グ

ラ
ン
ド
で
華
々
し
く
開
催
さ

れ
た

。

前
夜
来
の
雨
に
懸
念
さ
れ
た
天
候

も
、
朝
の
う
ち
こ
そ
、
低
い
雲

が
垂
れ
て
、
体
育
祭
の
進
行
が
気

付
か
わ
れ
た
が
、
開
始
を
知
ら
せ

る
打
上
花
火
の
白
い
煙
と
と
も

に
、
除
々
に
雲
が
切
れ
、
君
が
代

の
奏
楽
裡
に
、
す
る
す
る
と
掲
げ

ら
れ
た
日
の
丸
が
、
秋
風
に
は
た

め
く
頃
に
は
、
薄
日
さ
え
洩
れ
は

じ
め
、
雲
の
切
れ
間
に
大
き
く
の

ぞ
か
れ
る
青
空
と
、
日
の
丸
の
対

照
が
、
印
象
深
い
美
し
さ
を
伴
つ

て
、
開
会
式
の
気
分
を
盛
り
上
げ
て

い
つ
た

。

こ
ん
ど
の
体
育
祭
は
、
老
若
男

女
を
問
わ
す
、
誰
れ
で
も
が
愉
快

に
た
の
し
め
る
文
字
通
り
「
区
民

の
体
育
祭
」
と
す
る
よ
う
、
リ
ク

レ
エ
ー
シ
ヨ
ン
に
重
点
が
お
か

れ
、
従
来
の
記
録
本

位
の
陸
上
競

技
会
と
は
全
く
趣
向
を
か
え
、
興

味
を
中
心
と
し

て
番
組
が
編
成
さ

れ
た

。

区
内
の
代
表
サ
ー
ク
ル
が
描
が

く
ネ
リ
ー
ブ
ラ
イ
の
輪
が
、軽
快

な
メ
ロ
デ
イ
に
乗
つ
て
拡
が
つ
た

り
ち
ぢ
ん
だ
り
す
る
の
に
つ
れ
て

踊
る
人
も
、観
る
人
も
、手
柏
子
揃

え
て
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
を
楽
し

ん
だ
り
、老
人
だ
け
の
徒
競
走
に

腹
を
か
か
え
て
笑
つ
た
り
、午
後

四
時
の
閉
会
ま
で
、終
日
爆
笑
哄

笑
が
グ
ラ
ン
ド
を
覆
つ
て
い
た
。

な
お
、去
る
九
月
十
二
日
か
ら

行
わ
れ
た
各
体
育
部
会
の
成
績
優

良
者
の
表
彰
が
同
日
閉
会
式
時
に

行
わ
れ
た
。
成
績
は
次
の
通
り

◆
男
子
の
部

卓
球
　
(
1
)
日
立
製
作
所
亀
有
工
場
(
2
)

日
の
出
ク
ラ
ブ
(
3
)
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
製
靴
K
K
　
排
球
　
(
1
)
江
北
ク

ラ
ブ
(
2
)
慧
星
ク
ラ
ブ
　
桑
道
　
(

少
年
)
(
1
)
大
島
健
嗣
(
2
)
関
口
幸
吉
(
3
)

佐
久
間
栄
吉
(
4
)
和
久
井
孝
治
(
5
)

野
尻
泰
弘
(
6
)
田
沼
泰
　
(
青
年
)
(
1
)

古
川
文
治
(
2
)
川
村
時
彦
(
3
)
小
野
武

男(4)

田
中
聰
明(5)

中
郡
祐
一
　
庭

球
(
A
)
(
1
)
三
田
一
夫
、川
崎
正

之
助
(
2
)
山
岸
芳
男
、三
輪
光
広
、

(B)(1)

安
達
貞
夫
、
靑
木
邦
夫(2)

丹
波
速
美
、
平
川
正
直(3)

黑
金
敏

雄
、
石
野
慶
一
　
籠
球
　(1)

江

北
高
校
(
2
)
日
立
製
作
所
亀
(
〓
有
)
工
場
(
3
)

江
北
高
校
B
　
釣
魚
(
個
人
)
(
1
)

七
里
義
人
(
2
)
田
中
苗
吉
(
3
)
大
島

作
太
郞
(
4
)
大
(
〓
野
)
竹
雄
(
5
)
大

竹
一
弘

(
団
体
の
部
)
(
1
)
日
皮
(
〓
釣
)
友
会
(
2
)
西

新
井
釣
ク
ラ
ブ
(
3
)
千
住
恵
比
須

会
　
弓
道
　
(
1
)
正
田
弘
(
2
)
三
上
統

一
郞
(
3
)
井
上
雅
靖
(
4
)
菊
田
伊
助
(
5
)

田
中
実
　
野
球
(
A
)
(
1
)
日
東
商

会
(
2
)
春
田
製
靴
(
B
)
(
1
)
足
立
区

役
所
(
2
)
Y
H
ク
ラ
ブ
(
C
)
九
星

ク
ラ
ブ
(
2
)
ト
ク
ホ
ン
　
実
用
自
転

車
千
米
　
(
1
)
山
岸
金
太
郞
(
2
)
渡
辺

正
夫
(
3
)
山
岸
平
八
郞
　
実
用
自
転

車
二
千
米
　
(
1
)
渡
辺
正
夫
(
2
)
山
岸

金
太
郞
(
3
)
山
岸
平
八
郞
　
千
五
百

米
　
(
1
)
金
子
弘
(
2
)
遠
山
金
司
(
3
)
富

沢
普
　
一
万
米
　
(
1
)
富
沢
普
(
2
)
石

井
保
夫(3)

本
間
隆(4)

鈴
木
金
次
郞(5)

小
泉
国
義
(
6
)
笠
島
三
喜
男
　
四

百
米
リ
レ
ー
(
職
域
対
抗
)
(
1
)
区

立
十
二
中
職
員
(
2
)
東
京
食
糧
事
務

所
(
3
)
足
立
区
役
所
(
団
体
)
(
1
)
江

北
高
校
(
2
)
凡
倉
会
B
(
3
)
五
反
野
東

防
犯
協
会

◆
女
子
の
部

卓
球
　
(
1
)
潤
徳
中
(
2
)
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

製
靴
K
K
　
排
球
　
(
1
)
足
立
高

校
(
2
)
区
立
第
九
中
　
庭
球
　
(
1
)
中

村
満
智
子
、伊
藤
千
枝
子
(
2
)
眞
栄

城
俊
子
、村
田
幸
子
(
3
)
河
村
し
げ

子
、岡
安
み
ち
子
　
籠
球
　
(
1
)
江

北
高
校
(
2
)
足
立
区
教
員
ク
ラ
ブ

運
転
資
金
の
円
滑
を
計
り

中
小
企
業
者
に
年
末
融
資

都
で
は
今
回
、
中
小
企
業
の
年
末

運
転
資
金
の
円
滑
化
を
図
る
た
め

次
の
要
領
で
年
末
資
金
を
融
資
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
、
借
入
申
込
者
の
資
格

(
1
)
払
込
資
本
金
一
千
万
円
以
下

の
法
人
若
く
は
こ
れ
に
準
ず
る

個
人
で
あ
つ
て
従
業
員
三
〇
〇

人
以
下
の
者

(
2
)
都
内
で
同
一
事
業
を
引
続
き

一
年
以
上
営
ん
で
い
る
者

(
3
)
事
業
税
(
昭
和
二
六
年
分
)

を
完
納
し
て
い
る
者

(
4
)
遊
興
、
娯
楽
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
鉱
業

、
農
、
林
、
漁

業
及
び
質
業
等
を
除
く

二
、
貸
付
条
件

(
1
)
金
額
　
一
人
二
百
万
円
以

内

(
2
)
資
金
の
使
途
　
運
営
資
金

(
3
)
期
間
　
三
か
月
以
内

(
4
)
利
率
　
銀
行
の
貸
付
金
利
に

よ
る

(
5
)
保
証
人
　
連
帯
保
証
人
一
人

(
6
)
担
保
　
申
込
銀
行
と
連
引
の

な
い
者
は
不
動
産
の
権

利
書
及
び
公
正
証
書

作
成
の
委
任
状
を

提
出
す
る
も
の
と
し

そ
の
他
の
者
に
お
い

て
も
同
様
の
処
置
を
す
る

こ
と
が
あ
る

(
7
)
東
京
信
用
保
証
協
会
の
保
証

に
付
し
そ
の
保
証
料
は
保
証

金
額
の
一
歩
五
厘
と
す
る

三

、
受
付

(
1
)
場
所
　
本
区
内
で
は
富
士
銀

行
干
住
支
店
、経
済
局
商
工
課

、東
京
都
商
工
指
導
所

(
2
)
期
間
　
十
月
二
十
日
よ
り
十

月
三
十
日
ま
で

但
し
申
込
総
額
が
融
資
予

定
額
を
著
る
し
く
超
過
し

た
時
は
期
間
中
と
雖
も
直

ち
に
締
切
る
も
の
と
す
る

詳
細
に
つ
い
て
は
区
役
所
経
済
課
に
お
問

合
わ
せ
下
さ
い
。

紙芝居コンクール

紙
芝
居
が
子
供
に
及
ば
す
影
響
を

考
慮
し
、今
回
区
で
は
次
の
要
領

に
よ
り
、優
秀
作
品
並
び
に
演
技

者
を
表
彰
す
る
紙
芝
居
コ
ン
ク
ー

ル
を
開
催
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

期
日
　
十
月
二
十
八
日

会
場
　
区
議
事
堂

審
査
規
定

(
1
)
審
査
方
法
、一
部

(
街
頭
紙
芝
居
業

者
)
　
二
部
(
一

部
以
外
の
も
の
)

に
分
け
、審
査
す

る

競
技
規
定

(
1
)
作
品
の
範
囲

一
部
は
都
内
紙
芝
居
製
作
者

に
よ
つ
て
製
作
さ
れ
た
街
頭

紙
芝
居
作
品
を
使
用
す
る

二
部
は
自
作
又
は
印
刷
紙
芝
居

作
品
を
使
用
す
る
。(
一

部
、二
部
と
も
内
容
規
格
の

制
限
は
な
い
)

(
2
)
実
演
時
間
　
一
部

十
二
分
、
二
部
十

五
分
以
内

(
3
)
伴
奏
　
使
用

し
て
も
差
支
え
な

い
が
伴
奏
者
の
使

用
は
で
き
な
い

応
募
規
定

(
1
)
申
込
は
二
十
五
日

ま
で
社
会
教
育
課

文
化
係

(
2
)
応
募
者
は
区
(
〓
民
)
で
あ
る
こ
と
一

部
は
現
在
街
頭
紙
芝
居
を

営
ん
で
い
る
者

、
二
部
は
そ

の
他
の
区
民

国
連
デ
ー
記
念
講
演
会

日
本
国
際
連
合
協
会
足
立
支
部
で

は
、国
連
の
趣
旨
の
理
解
と
普
(
〓
及
)

を
は
か
る
た
め
、十
月
〓
〓
日
午

后
一
時
か
ら
、区
会
議
事
堂
で
、

き
た
る
二
十
四
日
の
国
連
デ
ー
〓

記
念
し
、
国
連
協
会
副
会
長
天
〓

英
一
氏
を
招
き
「
来
ソ
の
関
係
と

日
本
の
立
場
」
と
題
す
る
講
演
会

を
開
催
し
た
。

な
お
講
演
会
修
了
後
、
西
村
〓

天
、
リ
ー
ガ
ル
千
太
万
吉
の
漫
〓
漫
才

が
行
わ
れ
た
。


